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1 調査概要 

1.1 実施概要 

（１） 開催趣旨 

特定非営利活動法人 大規模災害対策研究機構（CDR）では、大規模災害のメカニズムやそ

の対策を研究、検討するにあたっては、「現地を見ること、現地の声を聞くこと」が最も重要で

あるという認識のもと、毎年、全国各地で現地調査を実施してきた。 

今年度は、我が国同様に大規模地震が頻発している台湾にスポットを当て、地震被害の概要と

その対策について現地調査を実施した。 

 

（２） 主催・協力 

（主催）特定非営利活動法人 大規模災害対策研究機構（CDR） 

（協力）関西大学社会安全学部社会安全研究センター 

（現地協力）台湾成功大学 

 

（３） 実施日 

・2019 年 12 月 6 日（金）～9 日（月）（3 泊 4 日） 

 

（４） 調査実施場所 

・台湾（台南→台中→台北） 

 

（５） 現地調査の内容 

台湾は環太平洋火山帯上、フィリピン海プレートの西端の地震活動が活発な地域に位置する。

台湾島では、42 の活断層が地質学者によって特定されているが、台湾で観測された地震の大部

分は、フィリピン海プレートと、島の東のユーラシアプレートの収束によって発生した。 

台湾の東方沖は地震活動が活発で、M8 クラスの巨大地震もしばしば発生している。しかし、

台湾の東海岸には大きな都市が無いこともあって、これまでこのタイプの地震による顕著な被害

は記録されていない。一方、島直下の直下型地震では、規模に比して大きな被害が生じている。

20 世紀には、91 回の大規模な地震が観測されており、うち 48 回では死者が発生している。直

近の大地震は 1999 年 9 月 21 日に発生した 921 大地震（台湾大震災：Mw7.6）で 2,415 人が死

亡した。また、最近でも M6 以上の地震が多発しており、今年の 4 月 18 日にも台湾東部・花蓮

県を震源とする M6.1 の地震があった。震源の深さは 18.8 キロ。同県の一部で震度 7 を観測

し、観光客ら 2 人が落石により負傷、北部の台北市や新北市内でも落下物に当たるなどして 15

人が軽傷を負った。 

921 大地震以降、様々な地震対策が講じられており、その状況を調査することは我が国の地震

対策に関する研究、計画検討にも参考になるところが多いと考える。 
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（６） 協力機関 

★企画立案補助・現地対応調整役（現地案内・解説、等） 

謝 正倫（しゃ せいりん） 氏 

・ 台湾成功大学 水利及海洋工程學系／教授 

・ 専門分野：流域土砂管理 

・ 1989 年に京都大学防災研究所にて学位取得（当時／芦田和男先生のもとで） 

★現地対応（現地案内・解説、等） 

賴 文基（Wen-chi Lai） 氏 

・ 台湾成功大学 水利及海洋工程學系／助理教授 

・ 防災研究センター／副主任 

・ 専門分野：地質、地震防災 

 

（７） 行程 

・ 台湾の西側の台南→台中→台北。 

●12 月 6 日（金） 

9:30 関西国際空港 集合 

11:40～14:25 関空→台南空港（チャイナエアライン CI193） 

16:00～17:30 台湾成功大学（調査概要説明会） 

18:30～20:30 懇親会（台湾成功大学主催 welcome party：同ホテル） 

●12 月 7 日（土） 

10:30～11:45 車籠埔断層保存園区 

 ※921 大地震（台湾大震災（1999、Mw7.6））による被災痕跡調査 

 ※車籠埔断層（チェルンプ断層）の保存 

12:30～13:30 国立自然科学博物館 921 地震教育公園 

 ※921 大地震（台湾大震災（1999、Mw7.6））による被災痕跡調査 

 ※中学校の校舎及び校庭の全壊被害痕跡 

16:00～16:45 石岡ダム 

 ※921 大地震（台湾大震災（1999、Mw7.6））による堰堤被災現場調査 

 ※ダム大破痕跡 

17:15～17:30 宝覚寺視察 

●12 月 8 日（日） 

10:30～12:30 故宮博物館視察 

14:45～15:30 忠烈祠視察 

16:30～18:30 九份視察 

●12 月 9 日（月） 

9:30～11:00 台湾 101 ビル視察（昼食後、耐震高層ビルの視察） 

15:00～17:00 台湾桃園国際空港着（搭乗・出国手続き） 

17:25～20:50 台湾桃園国際空港→関空（チャイナエアライン C1158） 

20:50 解散 
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1.2 全工程調査地点及び経路の概要 

（１）全行程（2019 年 12 月 6 日（金）～12 月 9 日（月）） 
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（１）12 月 6 日（金） 

 
9:30 関西国際空港 集合 
11:40～14:25 関空→台南空港（チャイナエアライン CI193） 
16:00～17:30 台湾成功大学（調査概要説明会） 
18:30～20:30 懇親会（台湾成功大学主催 welcome party） 
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（２）12 月 7 日（土） 

 

 
 
10:30～11:45 車籠埔断層保存園区 
 ※921 大地震（台湾大震災（1999、Mw7.6））による被災痕跡調査 
 ※車籠埔断層（チェルンプ断層）の保存 
12:30～13:30 国立自然科学博物館 921 地震教育公園 
 ※921 大地震（台湾大震災（1999、Mw7.6））による被災痕跡調査 
 ※中学校の校舎及び校庭の全壊被害痕跡 
16:00～16:45 石岡ダム 
 ※921 大地震（台湾大震災（1999、Mw7.6））による堰堤被災現場調査 
 ※ダム大破痕跡 
17:15～17:30 宝覚寺視察 

  

⽯岡⽔壩
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（３）12 月 8 日（日） 

 
10:30～12:30 故宮博物館視察 
14:45～15:30 忠烈祠視察 
16:30～18:30 九份視察 

 
（４）12 月 9 日（月） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9:30～11:00 台湾 101 ビル視察（昼食後、耐震高層ビルの視察） 
15:00～17:00 台湾桃園国際空港着（搭乗・出国手続き） 
17:25～20:50 台湾桃園国際空港→関空（チャイナエアライン C1158）→解散 

国⽴故宮博物院

九份⽼街

コスモスホテル台北 

忠烈祠
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2019 年 12 月 7 日（土） 車籠埔断層保存園区にて（参加者 15 名） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019 年 12 月 7 日（土） 石岡ダム・断層食違い境界線にて 
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2019 年 12 月 8 日（日） 故宮博物院にて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019 年 12 月 8 日（日） 忠烈祠にて 
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お世話になった謝先生（左）と賴先生（右）（台湾成功大学） 
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2 現地調査の概要報告 

2.1 台湾大震災の概要 

2.1.1 地震の概要 

1999 年 9 月 21 日午前 1 時 47 分(現地時間)に、台湾中部を震源とする大規模な被害地震が

発生した。この地震は、現地では震源地付近の地名をとり、「921 集集(chichi)大地震」と呼ば

れている。台湾中央気象台(CWB)およびアメリカ地質調査所(USGS)によると、震源の諸元は

以下の通りである。 

 

機関 震央 深さ マグニチュード 

台湾中央気象局(CWB) 23.85°N, 120.78°E 1.1km ML 7.3 

アメリカ地質調査所(USGS) 23.78°N, 121.09°E 5km Ms 7.7 

 

地震発生後すぐに、USGS、東京大学地震研究所などから震源解析結果が発表された。 

地震観測波形を使った東京大学／菊地教授らの解析によると、地震を発生させた断層は、東

西圧縮の逆断層で、断層面は東傾斜（東側が西側の上に乗り上げる）としている。 

断層の向きは、北北東－南南西（北から時計回りに 26°）の方向で、断層の傾斜角は 27°の

低角断層である。また、断層の長さは 80km で、破壊運動は 28 秒間続いた。破壊は断層面の

中央からやや南寄りの震源から主に北に向かって進行したものと推定されている。地震のエネ

ルギーを示す地震モーメントは 1995 年兵庫県南部地震の約 10 倍で、8/17 に発生したトルコ

コジャエリ(kocaeli)地震の 1.3 倍である。 

台湾は、非常に稠密な強震観測網を整備しており、日本やカリフォルニアの面積の 8%の国

土に 1,000 台以上のデジタル強震計を設置している。 

インターネット上で公表された観測最大加速度、震度分布を次頁に示した。水平最大加速度

は、震源から約 10km の南投(Nantou)で観測された約 1g である。この加速度は、兵庫県南部

地震の際に神戸で観測された 0.83g※よりも大きく、コジャエリ地震の際の最大加速度 0.41g

の倍以上の強烈な加速度である。 

台湾の震度階は、日本の震度階から震度 7 を取り除いたもの（ただし、震度 5、6 は強弱に

分かれていない）と同じである。台湾での震度は日本と同じように中央気象局から発表されて

おり、南投県の名間（南投市の南方）と観光名所の日月潭および台中県の台中市で震度 6 が

報告されている。首都の台北市では震度 4 だった。 

 

※表面最大加速度は g（重力加速度、ジー）や m/s2、gal を単位として表される。1gal は

0.01m/s2 に、1g は 981gal に等しい。 
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2.1.2 地質概要 

台湾の地質は、大部分が古生代後期以降の堆積岩類からできている。この堆積岩類は、帯状

に島の長軸方向（北北東－南南西）に分布し、6～7 帯に分けられる。 
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東縁部の海岸山脈（図中 Ⅵ）以外はおおむね西に向かって次第に若い地層が並んでいる。 

中央山脈の東斜面は変成岩化した二畳系で構成され、石灰岩（大理石）や塩基性火山岩を多

量に含む。 

中央山脈からその西側にかけては、第三紀始新世から中新世前半の地層が広く分布し、それ

らは圧縮型造構運動により褶曲・固化して、台湾の主稜を構成する（図中 Ⅳ・Ⅲ）。これら

は砂岩頁岩互層を主とし安山岩・玄武岩や粘板岩を挟む。 

西部の山麓地帯は、中新世後期－鮮新世の泥質岩を主とする地層（図中 Ⅱa）で構成さ

れ、構造変形や固化の程度はⅢ・Ⅳ帯に比べて弱い。しかしながら、この地震の震源がこのⅡ

a 帯の中にあるように、東から西に衝上するセンスの構造運動が活発な地帯である。 

東側の海岸山脈（図中 Ⅵ）もⅡa と同じ年代の地層から構成されるが火山岩に富む。この

帯はフィリピン海プレートに属するルソン弧(火山弧)がユーラシアプレート上の台湾弧に衝

突・接合した際に形成されたもので、Ⅱの地層とは異なる地質帯として区分される。 

北西海岸沿いから南方にかけては、第四紀前半の砂礫を主とするおそらく扇状地および段丘

堆積物の厚層が台地・丘陵をなしている（図中 Ⅱb）。それらは中央山脈が激しく隆起した

時期に堆積した堆積物で、厚い部分では 2,000m に及ぶとされている。Ⅱb 帯の西縁も多くの

場所で東上がりの逆断層が存在し、西側の海岸平野部との地形的境界となっている。 

西部の海岸平野（Ⅰ）は表層部は沖積層で占められ、堆積と沈降が引き続く現在進行中の新

生代堆積盆とみられる。 

台湾の地質は、日本列島に比較すると似たような帯状構造をもつものの、火成岩類や中生界

に乏しく、複数の変成岩帯・付加体列をもつ日本列島に比べてかなりシンプルな構成である。

しかしながら、中新世の地層が顕著に褶曲・固化しているなど、衝突型造山帯ならではの激し

い造構作用を示している。 
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2.1.3 テクトニクス 

台湾の構造運動は、一般的には、中国大陸から引き続くユーラシアプレートの東進と、フィ

リピン海プレートの南東からの押しによる大陸－島弧衝突作用（collision）として説明されて

いる。台湾東縁の海岸山脈は、フィリピン海プレートに属するルソン弧の北端部であり、台東

縦谷を介してユーラシアプレートに属する中央山脈の地質体と接している。その接合は中新世

に始まると言われ、現在の構造は約 100 万年前に形成されたと考えられている。 

フィリピン海プレートの南東側からの押し（7cm/年）により、台湾中央山脈の隆起と東西

圧縮作用とが、中央山脈西側の東上がりの逆断層群（衝上断層群）を生じさせている。台東縦

谷も活断層地帯として過去に何回も地震が起きている。 

台湾は大陸プレート（ユーラシア）の上にのっており、海洋プレート上には位置していな

い。台湾の構造発達の一例（台湾のテクトニクス的変遷）を下図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この図はユーラシアプレート（東シナ海南部）上に堆積した中新世－鮮新世の地層が次々に

中央山脈側に付加し、衝上断層－褶曲帯（thrust-fold belt）を形成した過程を示している。 

集集地震は西部山麓地帯（Western Foothills）で起こった地震であり、この図から構造的

背景が読みとれる。 

島弧－海溝系の典型である日本列島弧と比較してみると、海溝と弧の下に沈み込む海洋プレ

ートをその前面に有していないという点で、台湾のテクトニクスの背景は日本列島とは大きく

違っている。台湾の場合、フィリピン海プレートという本来ならば重い地殻が東側に存在して

いるのに、衝突型造山になったのは、ルソン島弧という軽い地殻部分と接したためユーラシア

プレートの下に沈み込めず、その上にのし上げる状態になり、さらにはユーラシアプレート上
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の厚い堆積物と押し合う恰好になって、台湾（中央山脈）が形成されたと考えられている。と

ころが最近、台湾のテクトニクスとして、大陸－島弧衝突型ではなく、島弧－島弧衝突型であ

るという新説が発表されている(Sibuet & Hsu,1996)。台湾の中央山脈をつくる古期変成岩類

はユーラシア大陸のものではなく、これを琉球弧の延長とみなし、台湾が琉球弧とルソン弧の

衝突であるとする見解である。ちなみに、この考えは本州弧と伊豆－マリアナ弧の衝突で説明

されている丹沢山地の形成論とよく似ている。なお、台湾のテクトニクスについては、地下深

部構造の解釈や変成岩類の成因・時代論などを巡って様々な見解が出されている。 
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2.1.4 台湾の活断層 

台湾は、その東縁にユーラシアプレートとフィリピン海プレートの境界が位置する地震活動

が活発な地域である。台湾にはこのプレート境界と平行に多くの活断層が存在しており、台湾

中央地質調査所発行の「台湾活動断層概論」(1997)には、51 本の活断層が記載されている。 

この地震では、震源との位置関係や、地表に現れた断層から、大芽埔－雙冬(Damaopu-

Shuangdung)断層と車籠埔(Cherungpu)断層が同時に動いたとされている。これらはいずれ

も NNE-SSW の走向を持ち、10km の間隔をあけて平行に存在するとされている。 
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下の図は、大芽埔－雙冬断層（図中では雙冬－哮豸苗断層と書かれている）と車籠埔断層を

含む東西地質断面を示している。南北に走る断層はフィリピン海プレートの押しによって加わ

っている東西圧縮によって生じた東上がりの逆断層であり、断層が地表に現れた場合はその地

変は東側の地盤が西側に覆い被さるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

台湾國立中央大學地球物理研究所のホームページに記載されている王乾盈教授の調査結果に

よると、集集地震での車籠埔断層（とその延長）の実際に動いた区間は、南端が雲林県桶頭付

近で、ここからほぼ北に進み、竹山、南投、霧峰を通り、豊原付近で東に向きを変えて石岡、

卓蘭の南を抜けて、東勢の北東で大芽埔－雙冬断層にぶつかるまでの約 80km としている。 

また、大芽埔－雙冬断層については集集から東勢の北東までであるが、両端での地表の痕跡

はわずかであり、ほとんどの区間が山中にあるので見つかっていないか、あるいは地表まで到

達していない可能性を指摘している。 
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2.1.5 台湾の過去の巨大地震 

台湾で死者が 100 人以上発生したマグニチュード(M)6 以上の地震の震源を下図と次頁の表

に示した。 

台湾の東方沖は地震活動が活発で、M8 クラスの巨大地震もしばしば発生している。しかし

ながら、台湾の東海岸には大きな都市が無いこともあって、これまでこのタイプの地震による

顕著な被害は記録されていない。今世紀に入って、台湾では死者が 1,000 人以上発生した地

震が今回を含めて 3 回発生しているが、いずれも内陸の断層を震源とした地震である。 

1906 年 3 月 16 日の地震（図中の 19）は、嘉義市の北にある梅山断層を震源として発生し

たＭ6.8 の地震で、約 1,300 人の死者が発生している。梅山断層は、今回活動した車籠埔断層

の南端付近にあり、東北東－西南西の走向を持つ約 25km の断層である。地震の際の変位量

は右横ずれが 2.4m、縦ずれが 2.1m と記録されている（出典：中央地質調査所「臺灣活動斷

層概論」,1997）。 

1935 年 4 月 21 日の地震（図中の 20）は、豊原市の北にある屯子脚断層とさらに 30km 北

東（新竹市の南約 30km）にある獅潭断層（紙湖断層）が活動した地震で、Ｍ7.1 であった。

本震で 3,000 人以上が死亡したほか、7 月 17 日の余震（Ｍ6.5）でも数十人の死者が出てい

る。屯子脚断層は東北東－西南西の走向を持つ約 20km の断層で、車籠埔断層の北端付近に

あり、地震の際の変位は右横ずれが約 2m、縦ずれ約 1m となっている。獅潭断層（紙湖断

層）の走向は北北東－南南西で、台湾の地質構造の持つ方向性と一致する。地震の際の変位は

西側隆起の逆断層で、約 3m と記録されている（出典：中央地質調査所「臺灣活動斷層概

論」,1997）。 

今回発生した地震（図中の 23）で動いた断層の一つである車籠埔断層が、1906 年、1935

年の被害地震の震源断層をつなぐような位置関係にあることは興味深い。 
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⽇付 時刻 北緯 東経 深さ
マグニ

チュード
(UTC+8) (UTC+8) (°N) (°E) (km) (ML）

1736年1⽉30⽇ 台南 23.1 120.5 - 約6.5 372 698
1792年8⽉9⽇ 嘉義, 彰化, 雲林 23.6 120.5 - 約7.1 617 24,621
1811年3⽉17⽇ 嘉義北⽅ 23.8 121.8 - 約7.5 21 41
1815年10⽉13〜14⽇ 嘉義北⽅ 24 121.7 - 約7.7 113 243
1845年3⽉4⽇ 嘉義, 彰化, 台中 24.1 120.7 - 約6.0 381 4220
1848年12⽉3⽇ 台南, 彰化, 嘉義 24.1 120.5 - 約7.1 1,030 13,993
1862年6⽉7⽇ 台南, 嘉義, 彰化 23.2 120.2 - 約7.0 500超 500超
1865年11⽉6⽇ 台北, 基隆 24.9 121.6 - 約6.0 多数
1867年12⽉18⽇ 台北, 基隆, 新⽵ 25.3 121.7 - 約7.0 数百
1881年2⽉18⽇ 台北, 新⽵, 苗栗 24.6 120.7 - 約6.2 11 210
1882年12⽉9⽇ 台湾島 23 121.4 - 約7.5 10 40
1897年3⽉15⽇ 宜蘭, 台北 - - - - 56 50
1904年4⽉24⽇ 14:39 嘉義 23.5 120.3 - 6.1 3 66
1904年11⽉6⽇ 4:25 嘉義 23.6 120.3 7 6.1 145 661 1904年⽃六地震
1906年3⽉17⽇ 6:43 嘉義 23.6 120.5 6 7.1 1,258 6,769 1906年梅⼭地震
1906年4⽉14⽇ 3:18 台南 23.4 120.4 20 6.6 15 1,794
1908年1⽉11⽇ 11:35 花蓮 23.7 121.4 10 7.3 2 3
1909年4⽉15⽇ 3:54 台北 23.7 121.5 80 7.3 9 122
1910年4⽉12⽇ 8:22 基隆 25.1 122.9 200 8.3 13
1916年8⽉28⽇ 15:27 台湾中部 24 121 45 6.8 16 614
1916年11⽉15⽇ 6:31 台湾中部 24.1 120.9 3 6.2 1 97
1917年1⽉5⽇ 0:55 台湾中部 24 121 浅い 6.2 54 130
1917年1⽉7⽇ 2:08 台湾中部 23.9 120.9 浅い 5.5 187
1920年6⽉5⽇ 12:21 花蓮 24.6 121.9 20 8.3 5 273
1922年9⽉2⽇ 3:16 花蓮 24.5 122 20 7.6 5 14
1922年10⽉15⽇ 7:47 花蓮 24.6 122.3 20 5.9 6
1922年12⽉2⽇ 11:46 花蓮 24.6 122 6 1 1
1927年8⽉25⽇ 2:09 台南 23.3 120.3 20 6.5 11 214
1930年12⽉8⽇ 16:01 台南 23.3 120.4 20 6.1 4 49
1935年4⽉21⽇ 6:02 新⽵, 台中 24.4 120.8 5 7.1 3,276 17,907
1935年7⽉17⽇ 0:19 新⽵, 台中 24.6 120.7 30 6.2 44 1,734
1941年12⽉17⽇ 3:19 嘉義 23.4 120.5 12 7.1 360 4,520 1941年中埔地震
1943年10⽉23⽇ 0:01 花蓮 23.8 121.5 5 6.2 1 1
1943年12⽉2⽇ 13:09 台東 22.5 121.5 40 6.1 3 139
1946年12⽉5⽇ 6:47 台南 23.1 120.3 5 6.1 74 1,954 1946年新化⼤地震
1951年10⽉22⽇ 5:34 花蓮 23.9 121.7 4 7.3 68
1951年11⽉25⽇ 2:50 花蓮 23.3 121.3 7.3 17
1957年2⽉24⽇ 4:26 花蓮 23.8 121.8 30 7.3 11 44
1957年10⽉20⽇ 2:28 花蓮 23.7 121.5 10 6.6 4
1959年4⽉27⽇ 4:41 台湾北東部 24.1 123 150 7.7 1 9
1959年8⽉15⽇ 16:57 屏東 21.7 121.3 20 7.1 16 1,214 1959年恒春地震
1963年2⽉13⽇ 16:50 宜蘭 24.4 122.1 47 7.3 3 6 1963年蘇澳地震
1963年3⽉4⽇ 21:38 宜蘭 24.6 121.1 5 6.4 1
1964年1⽉18⽇ 20:04 嘉義, 台南 23.2 120.6 18 6.3 106 10,924 1964年⽩河⼤地震
1966年3⽉13⽇ 0:31 花蓮 24.2 122.7 42 7.8 4 24
1967年10⽉25⽇ 8:59 宜蘭 24.4 122.1 20 6.1 2 21
1972年1⽉25⽇ 10:07 台東 22.5 122.3 33 7.3 1 5
1972年4⽉24⽇ 17:57 花蓮 23.5 121.4 15 6.9 5 50 1972年瑞穗地震
1978年12⽉13⽇ 19:23 花蓮 23.3 121.6 4 6.8 2
1982年1⽉23⽇ 22:11 宜蘭, 花蓮 24 121.6 3 6.5 1
1986年5⽉20⽇ 13:25 花蓮 24.1 121.6 16 6.2 1
1986年11⽉15⽇ 5:20 花蓮 24 121.8 15 6.8 15 37
1990年12⽉13⽇ 11:01 花蓮 23.9 121.5 3 6.5 2 3
1994年6⽉5⽇ 9:09 宜蘭, 花蓮 24.4 121.8 5.3 6.2 1 1
1994年9⽉16⽇ 14:20 台湾海峡 22.5 118.7 13 6.8 0 0 1994年台湾海峡地震
1995年2⽉23⽇ 23:13 花蓮 24.2 121.7 21.7 5.8 2
1995年6⽉25⽇ 14:59 宜蘭, 花蓮 24.6 121.7 40 6.5 1 6
1998年7⽉17⽇ 12:51 南投 23.5 120.7 3 6.2 5
1999年9⽉21⽇ 1:47 台湾島 23.9 120.8 8 7.3 2,415 51,711 921⼤地震
2000年5⽉17⽇ 11:25 南投 24.2 121.1 3 5.3 3
2000年6⽉11⽇ 2:23 南投 23.9 121.1 10.2 6.7 2
2002年3⽉31⽇ 14:52 花蓮, 南投 24.2 122.1 9.6 6.8 5 6
2002年5⽉15⽇ 11:46 宜蘭, 花蓮 24.6 121.9 5 6.2 1
2004年5⽉1⽇ 12:38 花蓮 24.1 121.95 17.8 5.8 2

20:26 21.69 120.56 44.1 7
20:26 21.97 120.42 50.2 7

2009年12⽉19⽇ 21:02 花蓮 23.78 121.75 45.9 6.8 0 2009年花蓮地震
2010年3⽉4⽇ 8:18 ⾼雄 23 120.73 5 6.4 0 甲仙地震
2012年2⽉26⽇ 10:35 屏東 22.75 120.75 26.3 6.4 0
2013年3⽉7⽇ 11:36 花蓮 24.31 121.49 15.2 5.6 0
2013年3⽉27⽇ 10:03 台湾島 23.9 121.05 19.4 6.2 1 南投地震 (2013年3⽉)
2013年6⽉2⽇ 13:43 台湾島 23.86 120.97 14.5 6.5 5 南投地震 (2013年6⽉)
2013年6⽉8⽇ 0:38 23.88 122.7 59 5.9 0
2013年6⽉29⽇ 7:51 花蓮 24 122.3 8 5.6 0

2013年10⽉31⽇ 20:02 花蓮 23.62 121.43 19.5 6.3 0
2015年4⽉20⽇ 9:42 花蓮 24.05 122.37 17.5 6.3 1
2016年2⽉6⽇ 3:57 ⾼雄 22.93 120.54 16.7 6.6 117 2016年台湾南部地震
2017年2⽉11⽇ 1:47 台南 22.93 120.54 16.7 5.7 0
2018年2⽉6⽇ 23:50 花蓮 24.14 121.69 10 6 17 2018年花蓮地震

2006年12⽉26⽇ 屏東 2 3 2006年恒春地震

倒壊
家屋数

影響地域 死者数 主要項⽬

1916年南投地震

新⽵・台中地震

1951年縦⾕群発地震
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2.1.6 被害の概要 

この地震による被害を下表に示す。 

（表 2）出典：中筋章人、谷内正博、佐野正明、塚本哲、藤原賢也「1999 年 9 月台湾大地震(集集

地震)による被災概況」、応用地質,第 41 巻,第 3 号,155-164 頁,2000 

（表 3）出典：中林一樹；「921 台湾集集地震災害の特徴と震災対策の課題」,総合都市研究第 72

号 2000,pp.117～133 

 

地震の揺れは全島で感じられたが、被害は震源に近い南投県と台中県に集中し、それぞれ

1,000 名程度の死者が発生している。 

この地震では、建物の被害もさることながら、ライフライン被害、土木構造物被害が多数発

生した。南投県、台中県の特に山間部では電気、上水道が途絶し、住民の生活に大きな影響を

及ぼした。また、南投県は台北市や半導体関係企業が集中している新竹市への電力供給源とな

っているが、発電所、変電所、送電鉄塔の被害により電力の供給が半減し、台湾北部では計画

停電が行われた。 

基幹産業である半導体企業の操業停止によって台湾経済に大きな打撃を与えた。山間部で

は、崖崩れが多く発生し、このため多くの道路が通行不能になった。また、盛土の崩壊も多く

発生した。この地震の大きな特徴として、断層の変位による被害が非常に多く発生したことが

挙げられる。車籠埔断層による 1.5～4m の上下方向の変位および衝上による水平変位のた

め、断層と交差する道路、橋梁は大きな被害を受けて通行に支障を来し、断層上の建物は多く

が倒壊した。また、ダム（取水ぜき）も断層の変位によって倒壊した。 
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2.1.7 被害の概要（写真） 

（出典：地震予知情報センター阿部勝征教授撮影） 
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（出典：中筋章人、谷内正博、佐野正明、塚本哲、藤原賢也「1999 年 9 月台湾大地震(集集地震)による被災概況」、

応用地質,第 41 巻,第 3 号,155-164 頁,2000） 
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2.2 現地調査の概要 

2.2.1 台湾成功大学（謝先生、賴先生）における現地調査ガイダンス 

★謝 正倫（しゃ せいりん） 氏 

・台湾成功大学 水利及海洋工程學系／教授 

・専門分野：流域土砂管理 

 

 

 

 

 

 

 

★賴 文基（Wen-chi Lai） 氏 

・台湾成功大学 水利及海洋工程學系／助理教授 

・防災研究センター／副主任 

・専門分野：地質、地震防災 
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2.2.2 車籠埔断層保存園区 

・ 当該施設は車籠埔断層（チェルンプ断層）の調査で確認された断層断面を屋内でそのまま

露出展示した科学博物館であり、地震が起きるメカニズムや過去の地震の歴史が示されて

いた。特に、断層面に投影したプロジェクションマッピングにより、現在の地層面を見た

だけではすぐには理解しにくい複雑な地層の歴史が、順を追って視覚的にわかりやすく示

されているのが印象的であった。 

・ このような展示方法は、日本ではあまりみられない。日本のこうした災害痕跡の展示施設

の多くは、地層や被災施設をそのまま展示したり、パネルによる文字と写真での説明、い

わゆる「見てください」「読んでください」という展示方法が主であるが、こうした積極

的な説明展示方法をもっと取り入れるべきであり、こうした配慮や工夫がその施設の集客

効果、安定した維持運営、防災教育の啓発向上等につながるものと考える。 

 

 

 

 

プロジェクションマッピングによる地震発生メカニズムの説明 
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2.2.3 国立自然科学博物館 921 地震教育公園 

・ 921 大地震では車籠埔断層が動いたが、その断層の真上にあったのが台中市霧峰区光復新

村の旧・光復国中学校だった。中学校の校庭が隆起し、校舎及び校庭は全壊被害を受け

た。専門家で協議を重ねた結果、光復国中学校跡地に車籠埔断層保存館を建設し、震災跡

を保存するとともに、地震工学教育館、映像館、防災教育館、再建記録館などの展示館も

併設された。このミュージアムの使命は、921 大地震の遺構を保存し、地震をめぐるモノ

を収集することによって、自然科学・文化保存・歴史記録の 3 つのアプローチから展示

と教育活動を行うことである。地震発生の原因、地震と人間生活の関係を展示すること

で、来館者に防災意識の徹底をはかり、人間同士の助け合いの重要さを伝えている。 

・ その一方で、被災者のメモ書き、音声テープなどの個人的記憶やその想起と密接に係わる

と思われる資料の展示は行われていない。開館当初は個々人の記憶を伝える資料を展示し

ていたが、地域の人々から当時の記憶を想い出すことからミュージアムを訪れるのがつら

い、ミュージアムを訪れると悲しい気持ちになる、というような意見が寄せられたことか

ら、個々人の記憶の展示はなくされた。ミュージアム設置過程において地域住民の理解を

得るために協議が繰り返し行われており、住民の要望を汲んだ展示構成とせざるを得なか

った。 

・ 現在では、ミュージアムに対する地域住民の理解は深く、地域住民は入館料が無料という

こともあり、教育の場、交流の場、観光名所として活用されている。また、交流ボランテ

ィアとしても地域の人々がミュージアムの活動を支えている。 

【参考】 

・ 2000～2002 年：震災遺跡の保存を第一の目的とし、光復中学校の敷地で車籠埔断層保存

館、倒壊校舎を観察するための廊下歩道を建設 

・ 2002～2003 年：来館者が地震を追体験できるよう、地震映像館の建設と倒壊校舎を保存 

・ 2003～2004 年：地球科学と防災観念の教育・普及を目指して、防災教育館を建設 

・ 2007 年に全面開館 
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2.2.4 石岡ダム 

・ 石岡ダムは、台中市の北に位置する豊原市を流れる大甲溪の河口から約 25km に位置

し、給水、工業用・農業用水などに供する多目的ダムで、長さ 357m の重力式コンクリー

トダムであり、18 門の洪水吐ゲートと 2 門の排砂ゲートを備えており、1977 年に完成し

た。このあたりは車籠埔断層の北端に近く、地震断層の食違いにより、ダム本体の右岸側

には約 7.5m の段差が生じたほか、左岸にある取水トンネルも約 3.5m の段差によって破

壊され、そこから水が流出して、ダムとしての機能が失われた。 

・ 石岡ダムの復旧は、下流に副ダムを施工し、浸食に対するダムの安全を確保するととも

に、右岸側の破損した 2 門の取水ケート部分はそのままとし、上流側に築堤盛土しダム

内の水が流出するのを防いだ。その築堤盛土の場所には、921 地震の記念モニュメントを

設置するとともに、破損したゲートを見学することができるようにした。さらに、石岡ダ

ムと同じように被災した 2 つの橋梁、卑豊橋（下流）と長庚橋（上流）をサイクリング

ロードで結び、この地域全体を震災公園としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 

 

 

被災当時の石岡ダム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

46 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

47 
 

2.2.5 台北 101 

・ 地上 101 階建てで、高さは 509.2m、地下は 5 階まである。 

・ 7 年間の工期を経て、2004 年に世界一の超高層建築物として竣工した。施工は熊谷組を

中心とした JV により行われ、総工費は約 600 億元。 

・ 509.2 メートルという高さは 2007 年 7 月にブルジュ・ハリーファに抜かれるまでは、完

成建築物としては世界一高いものだった。 

・ 全面ガラス張りの近代的建築ながら、輪郭は伝統的な宝塔と竹の節がイメージされてい

る。また、環境設計や安全を踏まえ設計された。例えば、この外面のガラスは 8 トント

ラックが乗っても耐え得るほどの強靱さをほこり、さらに、紫外線や熱量を 2/3 カットす

る性能を持ち併せ、内部が暖まるのを防ぎ冷暖房を効きやすくしている。  

・ 杭は 8 本の巨大な柱で、支持層（岩盤）の下 30 メートルまでしっかり打ち込まれてい

る。風による振動を緩和するために、巨大な TMD（チューンドマスダンパー）が建物上

部に設置されている。  

 

・ このレベルの超高層建造物では、地震よりも風圧による振動の方が遥かに考慮すべき制振

対策となる。特に台湾は大型台風が頻繁に直撃する気候のため、暴風対策には非常に力を

いれた設計になっている。 

・ 87 階から 92 階の中央部の吹き抜け空間に、風による振動を緩和する目的のみで巨大な

TMD（チューンドマスダンパー）が設置されている。マスダンパー全体の重量は 660 ト

ン、最大一枚あたり直径 5.5 メートル、厚さ 12.5 センチメートルの輪切りの鋼板を、41

層を重ね溶接して球状にし、92 階から長さ 42 メートル、4 本ごとに束ねられている太さ

直径 9 センチメートルのケーブル計 16 本で吊っている。そしてこのマスダンパーの効果

で、理論上は風力による振動を最大 40%抑制できる。 
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3 お世話になった皆様 

【敬称略】 

 

★企画立案補助・現地対応調整役（現地案内・解説、等） 

謝 正倫（しゃ せいりん） 氏 

・ 台湾成功大学 水利及海洋工程學系／教授 

・ 専門分野：流域土砂管理 

・ 1989 年に京都大学防災研究所にて学位取得（当時／芦田和男先生のもとで） 

★現地対応（現地案内・解説、等） 

賴 文基（Wen-chi Lai） 氏 

・ 台湾成功大学 水利及海洋工程學系／助理教授 

・ 防災研究センター／副主任 

・ 専門分野：地質、地震防災 

★通訳補助 

胡 俊杰（こ しゅんけつ）氏 

・ 日本テピア株式会社 テピア総合研究所／副所長 

 

★国内【旅行会社】 

稲本 成美 氏 

・ 日本旅行 大阪法人営業支店 稲本 成美 氏 

★現地ガイド 

陳 茂慶 氏 

・ 星港旅行社股份有限公司（STAR EXPRESS TAIWAN LIMITED） 

 

 

 ご協力していただいた皆様へ心から感謝の気持ちと御礼を申し上げたく、謝辞にかえさせて

いただきます｡ 
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